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は じ め に 

 当研究所（宇土市）では平成元年度より科学技術庁

（現文部科学省）の委託を受け環境放射能水準調査を実

施している 1)。平成22年度の調査結果を取りまとめたの

で報告する。 

 

調 査 方 法 

 調査対象は一昨年度 2)と同様である。測定方法は「放

射能水準調査委託実施計画書（平成 22年度）」（文部

科学省）及び既報 1)に基づいた。測定装置は次のとお

りである。モニタリングポストによる空間放射線量率

調査はアロカ MAR-21，定時降水中の全ベータ放射能

測定調査はアロカ JDC-3201B（ベータ線自動測定装

置），ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線放出核種

分析調査はキャンベラジャパンGC-3018及びキャンベ

ラジャパン DSA-1000をそれぞれ用いた。 

 

調 査 結 果 

 宇土市における空間放射線量率調査と全ベータ放射

能測定調査の結果を表 1に示した。空間線量率調査結

果は過去の値と同程度であった。また全ベータ放射能

調査結果については，測定した 84検体中 4検体から検

出されたが，その値は過去の値と同程度であった。 

 核種分析調査結果を表 2に示した。25検体の測定を

実施し，降下物,土壌及び茶から人工放射性核種として
137Csが検出されたが，いずれも過去の調査結果の範囲

内の値であった。なお、土壌（草地）の表層部（0～5cm，

40Bq/kg乾土）は平成 21年度と同レベルであり，全国

的に見て高いレベルに位置していると考えられた（平

成 21年度採取分 25都道府県平均：14 Bq/kg乾土, 濃度

範囲：1.0～50Bq/kg乾土）3)。また，平成 23年 3月に採取

した月間降下物において，131I を検出した。熊本県にお

いて 131I が検出されたのは初めてであり，平成 23 年 3 月

11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う福島原子

力発電所の事故（以下，福島原発事故）の影響の可能性

が考えられた。自然放射性核種の代表として 40K の測定

結果を掲載しているが，40K は分析したほぼ全ての環境試

料から検出され，環境中に広く存在していることが示唆さ

れた。 

福島原発事故を受けて平成 23年 3月 18日よりモニタリ

ング強化として宇土市で採取した上水及び 24時間の定時

降下物のゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線放出

核種分析調査を行っている。3 月 31 日まで上水と定時降

下物について各 14 検体の分析を行ったが人工放射性核

種は検出されなかった。また空間放射線量率調査も継続

して行っているが，過去の値の範囲内で推移していた。

採取年月 降水量 測定数 最低値 最高値 月間降下量

(mm) （回） (Bq/ℓ) (Bq/ℓ) (MBq/km2）

平成22年  4月 26 62 28 218.3 10 ND ND ND
5月 26 55 28 343.5 7 ND 7.4 10
6月 26 53 28 458.7 14 ND ND ND
7月 25 66 27 447.2 12 ND ND ND
8月 26 40 27 101.1 11 ND 1.3 13
9月 26 54 28 110.4 8 ND ND ND

10月 27 36 28 69.3 6 ND ND ND
11月 27 45 28 33.9 5 ND ND ND
12月 26 52 29 118.4 11 ND 1.7 2.9

平成23年  1月 26 41 27 6.3 2 ND ND ND
2月 26 68 28 53.5 7 ND 1.2 8.4
3月 26 68 28 57.4 1※2 ND ND ND

年間値 25 36 28 2018.0 94 ND 7.4 ND～13
平成12～21年度の値※1 21 78 28 ND 5.4 ND～40
　※1：平成11年度以前は測定単位が異なる。 ND：不検出（測定値が計数誤差の3倍未満）
　※2：平成23年3月18日よりモニタリング強化を開始したため、以後欠測。

表1　モニタリングポストによる空間放射線量率調査及び定時降水中の全ベータ放射能調査結果　　（調査地点：宇土市）

平成元～21年度の値

空間放射線量率　(nGy/h)

最低値 最高値 平均値

全ベータ放射能



 

ま と め 

 平成 22 年度の熊本県における環境放射能水

準調査結果等は，空間放射線量率及び全ベータ

放射能調査の結果はともに過去の値とほぼ同程

度であり，特に異常な値は認められなかった。 

核種分析測定調査については平成23年3月分

月間降下物で，本県初となる 131I が検出され，

福島原発事故の影響の可能性が示唆された。 
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